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滋賀県消費生活センター

第２８号の内容

▼ターゲットは高齢者？増加を続ける高齢者被害

▼平成２３年度の消費生活相談状況

▼ＡＣＡＰ（エイキャップ）コーナーを開設しました！

平成２３年度に県内の消費生活相談窓口に寄せられた相談件数は前年度に

比べ 399 件減少しましたが、高齢者（65 歳以上）が被害にまきこまれた相

談件数は 33 件増加しています。全体に占める割合は 22.1％で年々増加して

います。

高齢者は「お金」「健康」「孤独」の３つの大きな不安を持っているといわ

れています。悪質業者は言葉巧みにこれらの不安をあおり、親切に

して信用させ、年金・貯蓄などの大切な財産を狙っています。

◇買ってないのに海外の宝くじに当選？！

トラブル事例

・ 海外から「宝くじの当選金を受け取る権利がある」という手紙が届い

た。当選金をもらうために必要だという５千円分の定額小為替を返信用封筒に入れて

送った。すると、いろいろな国から同様の手紙が大量に届くようになった。どれも１週

間以内に返送しないと権利を失うと書いてあるので期日内に送金した。今まで総額

５００万円以上送金したが、当選金は一度も振り込まれない。

アドバイス

・ 「いつか必ず当たる」と強く信じ込み、被害に気付いた時には多額の

費用をつぎ込んでしまったケースです。

・ 申し込んでもいないのに当選することはありません。また、海外の宝

くじは日本国内で買うだけでも違法です。このような手紙が届い

たら絶対に手を出さないようにしましょう。

・ 当選金を受け取るためクレジットカード番号等を聞き出すことがありますが、絶対に教

えてはいけません。応じると、クレジットカードの情報が流出し、一度だけ申し込んだ

つもりが、知らないうちに繰り返し決済されていたケースもあり要注意です。

第２８号
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◇代わりに買えば高値で買い取ってくれるってホント？

トラブル事例

・ 数日前に資料が届いた事業者から電話で投資の案内が

あった。1 口 20 万円として風力発電事業に投資すれば

２か月後に別会社がその権利を２倍にして買い戻して

くれるという。半信半疑だったが、その後複数社から電話

が入り同様の話を聞いたので、信じて 5 口投資することに決め銀行に向かったところ、

あやしい話なので消費生活の相談窓口に相談してはどうかと勧められた。一人暮

らしのため相談する人がいない。どうしたらよいか。（80 歳代女性）

アドバイス

・業者が販売する商品や権利を、別業者が「購入額より高値で買い取る」と仕向ける「劇

場型勧誘」です。実際に買い取られた例はありません。

・業者はその時々の社会情勢を反映させたセールストークを使って勧誘します。

・一度お金を払ってしまうと、取り戻すのは極めて困難です。

簡単に儲かる話など、ころがっていません！

見ず知らずの業者からうまい話を持ちかけられたら、話を聞かずきっぱりと断り

ましょう。

◇断るつもりが次々に布団を買わされた？！

トラブル事例

・ これまで何度も訪問販売で布団を契約していた。電話によるし

つこい勧誘も多く困っていたら、「布団の登録を抹消します」と電

話があった。今後勧誘がなくなるならと訪問を承諾したところ、

家に上がり込み、布団の点検を始め、強引に羽毛布団や押入

乾燥剤の契約を勧めた。勧誘は長時間に及び怖くなって契約

してしまった。 （80 歳代女性）

アドバイス

・ 一人暮らしや判断力が不十分な高齢者を狙い、訪問販売で強引に布団などを次々購

入させます。

・ 中には契約書を渡さないばかりか業者名なども明かさず売りつけたり、過去に売りつけ

た布団等を回収したりして足がつかないようにする悪質なケースもあります。

・ このようなトラブルでは、被害に遭ったことを恥だと感じたり、

業者に対して恐怖心を抱いたりして誰にも相談せず被害が拡

大してしまうことがあります。

・ 家の中に不要な物や契約書などがないかなど、身近な人が日頃

から気を配りましょう。
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◇その修理本当に必要？水回りの修理のトラブル

トラブル事例

・ 風呂場の水道管から水漏れがしたので、新聞折り込みのステ

ッカーを見て、修理業者に電話をした。「修理代が１万円を

超えるなら見積だけにして」と伝え、来てもらったが、いきな

り修理を始め、５万円を請求された。 （８０歳代女性）

アドバイス

・ チラシや電話帳などの広告を見て呼んだ水回りの修理業者と、サービスや料金について

トラブルになった相談が多数寄せられています。

・ 作業前に原因や作業内容、費用の十分な説明を求め、納得がいかない場合はすぐ

契約せず、まずは応急処置を頼みましょう。

・ 水漏れの際は慌てずに自分で対処できるよう、あらかじめ元栓や止水栓の位置と締め方

を確認したり、市や町の上・下水道の担当窓口にも相談してみましょう。いざという

ときのために信頼できる業者を探しておくことも必要です。

◆◇高齢者の消費者被害を防ぐために・・・◇◆

高齢者は、在宅していて連絡がつきやすい、訪問しやすいということに加え、年金

で定期的に収入が見込まれることから、悪質業者から非常に狙われやすくなっています。

また、被害にあっても気付いていなかったり、気付いても家族に知られたくない、恥ず

かしい、怒られると言う気持ちから、誰にも相談できずに繰り返し被害に遭う場合も

あります。

高齢者に対しては、家族、地域などの見守りが非常に重要です！

・最近、見かけない車がよく止まっている

・ふさぎこんでいる

・部屋に見慣れない商品がたくさん置いてある

・お金に困っている

など、高齢者の様子がおかしいなと思ったら、家族の方や近所の方が声をかけてください。

だまされる人が悪いのではなくだます人が悪いのです。

誰でも心のスキをつかれてだまされます。相談することは少しも恥ではありません。

困ったことがあれば早めに消費生活相談窓口へご相談ください。

滋賀県消費生活センター ０７４９－２３－０９９９

平日・土日 午前９時１５分から午後４時まで

祝日・年末年始は除く
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平成２３年度に県内の消費生活相談窓口で受け付けた相談受付件数は、

１２，５４２件で、３９９件の減少（対前年比３．１％減）でした。特徴は下記のと

おりです。＜詳細は当センターＨＰに掲載 （http://www.pref.shiga.jp/c/shohi/）＞

１．アダルト情報サイトに関する相談が未成年者でも拡大

２．高齢者からの相談が増加傾向（21年度 2,689 件 → 22 年度 2,743 件 → 23 年度 2,766 件）

３．東日本大震災関連の相談は、上半期に集中したものの今なお断続的続的に相談受付

相談事例①・・アダルト情報サイトに関するトラブル

携帯電話を使っていたときにうっかり有料アダルトサイトに入ってしまい、年齢確認ののち「次

へ」の表示を押したら契約完了となってしまった。解約しようとメールを送ると、返信メールが届

き、そこには「料金を払わないと解約できない」とあり 99,800 円の請求と携帯の

個体識別番号も表示されている。どうしたらいいか。（男子高校生）

相談事例②・・ゲームからアダルト情報サイトへ

息子がインターネットでのゲーム中に画面が動かなくなったとマウスを動かし

ていたところいろんな画面が出てきたため怖くなって電源を切った。再度、パソコ

ンを立ち上げると料金の請求と連絡先の電話番号が表示された。連絡したら、請求

画面を消すと出ている。どうすればよいか。（男子小学生）

トラブル防止のためのアドバイス
＊ 安易に「はい」「ＥＮＴＥＲ」などをクリックしない

＊ 安易にプログラムをダウンロード、インストールしない

＊ セキュリティソフト、ウイルス対策ソフトを導入する

＊ 利用について家族内でよく話し合う

消費生活センターの玄関前に、ＡＣＡＰ（公益法人 消費者関連専門家会議 ＝

企業のお客様相談室等の責任者・担当者で組織する団体）会員企業が作成した資料

のコーナーを６月１５日（金）に開設しました。

くらしに役立つ情報満載のパンフレット等を多数揃えており、誰でも無料で自由に持

ち帰っていただけます。（詳細はＡＣＡＰのＨＰをご覧ください。http://www.acap.or.jp/）

みなさん、ぜひお気軽にお立ち寄りください！

「くらしのかわら版」第 28 号（平成 24年 9月発行）

滋賀県消費生活センター

〒522-0071 彦根市元町 4-1 TEL 0749-27-2234 FAX 0749-23-9030

ホームページ http://www.pref.shiga.jp/c/shohi/ （パソコン）

http://www.pref.shiga.jp/mobile/shohi/（携帯端末）

次号は、平成２４年１２月上旬に発行予定です。


